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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 23, 17/10/2006 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル) 
プロピオナート] 

 
物 質 名 ：Pentaerythritol tetrakis(3-(3,5-di-tert- 

butyl-4-hydroxyphenyl)propionate) 
CAS No： 6683-19-8 

 

 

 

 
SIARの結論の概要 

 
ヒト健康 

本化合物に対するADMEデータは利用出来ない。 

 
ラットとマウスにおけるペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフ

ェニル)プロピオナート]の急性経口LD50は>5000mg/kg bw である。臨床的徴候は報告されなかった。ラット

における急性経皮毒性のLD50は>3160mg/kg bwである。わずかな紅斑と落屑が報告された。ラットにおける

吸入毒性のLC50は＞1951mg/m3である。ばく露後5日目まで、粗毛と眼球突出症が報告された。急性毒性に

関するヒトデータは利用できない。 

 
ウサギの試験に基づいて、ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシ

フェニル)プロピオナート]は、皮膚または、眼の刺激性物質と考えられない。ヒトのデータは入手出来ない。

感作性はモルモットによるMaurerのoptimisation試験で見出されない。 

 
ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピオナート]

への反復経口ばく露(0、1000、3000、10000ppm)は、ラットの2年間の試験で、10000ppmで体重増加、飼

料消費、胸腺重量の減少を誘導した。NOAELは3000ppmと設定される(135-166mg/kg bw/日)。イヌの90日

試験では影響は認められず、NOAELは 10000ppm(302-343mg/kg bw/日)となった。 

 
ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピオナート]

は、Ames試験とin vivoの小核試験で陰性であった。ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐

ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピオナート]が遺伝子毒性的性質を有することは示唆されない。 

 
マウスによる2年間の摂餌による発がん性試験(0、100、300、1000ppm)とラットでの慢性毒性試験(0、1000、

3000、10000ppm)で腫瘍誘発の増加は、試験されたどの投与レベルでも見出されなかった。 
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ラット2世代試験で、ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニ

ル)プロピオナート](0、1000、3000、10000ppm)は、688mg/kg bw/日(雄)と823 mg/kg bw/日(雌)の試験され

た最高の用量で、交配能、妊娠率、妊娠期間に影響がないことに基づいて生殖にいかなる有害影響も持たな

かった。発生毒性に対するNOAELは、試験された最高用量で影響がないことに基づいて688-823 mg/kg bw/

日(10000ppm)である。 

 
主にOECD TG 414に従って実施されたラットとマウスでの催奇性試験(0、150、500、1000 mg/kg bw/日)

で母獣毒性と催奇性に対するNOAELは1000 mg/kg bw/日である。発生影響に関するNOAELは、1000 mg/kg 

bwでマウスの骨化の遅延の誘発の増加に基づいて、500 mg/kg bwと設定された。催奇性の影響は認められな

かった。 

 
環境 

ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピオナート]

は白色から灰白色の粉末で、融点が116.5℃、推定沸点が1130℃および無視出来る蒸気圧(1.55E-31 Pa(25℃))

を有する。本物質は、非常に低い水溶解性(＜0.1mg/L)と高いlog Kow(≧5)を有する。本物質は、プロトン解

離を行い得るフェノール性の4つのヒドロキシ基を持つ。解離定数は、(pKa1からpKa4まで)25℃において、

10.90、11.54、12.11、12.75と推定される。よって、本物質は非常に弱い酸であり、自然の水生環境ではほ

とんど完全に非解離(中性)の化学種として存在することが予期される。 

 
ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピオナート]

は、実験の試験条件下では易生分解性ではない(OECD TG 301Bで4-5％)。本物質はエステル結合を含むが、

それらは環境条件下で急速に加水分解することは予期されない。加水分解が重要な非生物的分解過程とは考

えられない(EPIWIN、水中の加水分解の予測半減期は75日(pH8)、2年(pH7))。 

 
ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピオナート]

の大気中での光酸化(ヒドロキシルラジカルとの反応)による推定半減期は1.2時間である。レベルⅢフガシテ

ィモデルは、環境へ放出後に99-100％のペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐

ヒドロキシフェニル)プロピオナート]が底質と土壌に分布するだろうことを示した、一方水には＜1％までで

ある。 

 
その高いlog Kow(19.6)にもかかわらず、大きな分子の直径(17.9Å)は、本化学物質が生物蓄積性があるとは

考えられないことを示す。BCFの実験的決定値は入手可能であり、本物質の魚類における生物蓄積性が低い

ことを示している(BCF＜2.3)。この試験の信頼性は明確でないが、測定されたBCFはQSARモデル(EPIWIN)

とEUSESを用いた推定によって確認される。 

 
ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピオナート]

の水溶解度レベル(＜0.1mg/L)の影響は、魚類、ミジンコ、藻類の急性試験では観察されない。OECD TG 203

に従って実施されたゼブラフィッシュによる止水試験は、試験された最高濃度で(LC50(96時間)>83mg/L)処理

に関連した死亡例を示さなかった。Daphnia magnaを本物質に(分散剤使用)24時間止水試験(OECD TG 202)

でばく露した。運動性への影響は、試験されたどの濃度でも見出されなかった(EC50(24時間)>100mg/L)。藻
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類Scenedesmus subspicatusでの72時間試験は試験された最高濃度で影響を示さなかった(測定値EC50 (72時

間) >141mg/L；生長速度とバイオマス阻害)。 

 
ばく露 

2005年のペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピ

オナート]の世界市場は34,600トンと推定された。ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチ

ル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピオナート]は立体障害性フェノールであり、その主な用途は加工の際の酸

化防止剤および長期の熱安定剤である。本物質は非着色性の安定剤として、ポリオレフィンおよび他の合成

樹脂のような有機基材、合成繊維、エラストマー、接着剤、ワックス、オイル、固形脂に用いられている。

この安定剤は熱酸化分解から保護する。合成樹脂中の濃度レベルは、基材や加工条件(例えば加工される合成

樹脂の温度)に依存して0.05-0.5％の範囲である。 

 
フェノール系酸化防止剤は重合基材(例えば包装材)に閉じこめられているので、ペンタエリスリトールテト

ラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピオナート]の主要な用途からは限られた

消費者ばく露しか予期されない。ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロ

キシフェニル)プロピオナート]の他の用途は、接着剤、潤滑油、建築材・断熱材、充填材、縁取り材および目

地材、塗料、ラッカー、ワニスのような調剤およびアーティクルである(ノルウェイ製品登録およびスイス化

学品登録による)。 

 
ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒドロキシフェニル)プロピオナート]

の製造と加工の際および補修の際と廃棄処理の際に調剤/製品から酸化防止剤が消失するために潜在的な環境

ばく露がある。合成樹脂基材からの移行速度は非常に低いと予想される。   

 
低ダスト粒子とペレットの使用は、添加剤の荷作りと取り扱い(例えば袋の開封、混合あるいは充填作業)

の間の職業ばく露を限定的なものにするだろう。 

 
勧告と勧告の理由、推奨される追加作業の性質 

ヒト健康 

この物質は、その低い有害性プロフィルのために追加作業の優先順位は低い。 

 
環境 

この化学物質は追加作業の候補の一つである。3つの栄養レベルで短期水生毒性試験が利用でき、どの試験

でも水溶解度までのレベルで影響を示さない。担当国での製造と加工サイトでの顕著な放出、および調剤や

アーティクル中での本物質の用途からの放出は低いと予期されるが、ばく露評価および、もし指摘されるな

ら、リスク評価の実施も推奨される。ペンタエリスリトールテトラキス[3‐(3,5‐ジ‐tert‐ブチル‐4‐ヒ

ドロキシフェニル)プロピオナート]は易生分解性ではなく、土壌と底質に残るかもしれないので、さらに底質

生物の試験実施と底質と土壌における分解に関する試験実施が必要かもしれない。 
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 
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［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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